
令和５年度 第３回 光明小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時   令和５年１１月２１日（火） １３時３０から１５時３０分まで 

２ 開催場所   光明小学校 １階 会議室 

３ 出席委員   小倉 端、河島 秀夫、中谷 勲、小澤 房世、岡部 かおり 

関島 貴浩、實森 浜代 

４ 欠席委員   笹竹 和行、伊藤 孝師 

５ オブザーバー   太田 利実保(浜松市議会議員) 

６ 学 校   中野 主税(校長)、内山 佳乃(教頭)、土屋 淳心(担当教員) 

横山 貴美恵(ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会   堀田 洋一(教育総務課) 

８ 傍 聴 者    なし 

９ 会議録作成者   ＣＳディレクター 横山 貴美恵 

 

10 議長の選出 

 司会の教頭から、議長の選出について意見を求めたところ、教頭から岡部委員を推挙する旨

の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

11 協議事項 

 （１）これまでの学校行事や本日の授業を参観しての感想 

 （２）ボランティア活動の進捗状況（実践報告） 

 （３）学校評価（中間評価）を受けて 

 （４）今後の取組について 

 

12 会議記録 

 司会の教頭から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数を超えているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

 

 （１）これまでの学校行事等や本日の授業を参観しての感想 

  教頭より、これまでの学校行事等について説明があり、本日の授業参観も含め、委員か

ら以下のような意見・感想があった。 

・1年生の音楽を参観し、元気がよくてよかった。試すっ子発表会も表現が素晴らしく感 

 動した。心身ともに成長していると感じた。先生方のご苦労もあったかと思う。児童一 

 人一人の良さを引き出してくれていると感じた。（實森委員） 

・1年生は元気がありよかった。３、４年は真剣みが出てきており、高学年はパソコン等に 

 おいて高度なこともできているので感心した。成長が見られてよかった。（関島委員） 

・水やりボランティアに参加し、様子が分かってよかった。4年生を参観したが、タブレッ 

 トが使いやすそうで、（パソコン等）学習しやすそうでよい。（中谷委員） 

・ミシン、図書館ボランティアに参加した。親や祖父母等、世代を超えた開かれた学校に 

 向けて、これまで行ってきたボランティア活動は、いい流れだと思う。（小澤委員） 

  



・静かで集中できる授業がよいと思う。そのためには先生が全体をよく見て、すぐに指名 

 することなく、児童とのやり取り（質問等の声掛け）をしながらの授業がよいと思う。 

 若い先生方もよい授業をやっている。学校全体に広げていければと思う。（河島委員） 

・のこぎりボランティアに参加した。子供とのふれあいを楽しみしている大人もいると感 

 じた。のこぎりの基本的な使い方は先生方も指導できるが、そこに大工さん等の専門家 

 が助言を付け加えることで知見が広がりよいと思う。（河島委員） 

 

 （２）ボランティア活動の進捗状況（実践報告） 

    土屋より、学習支援ボランティア活動の進捗状況について、別紙「学校応援ボランティ

ア進捗状況について」（以降「別紙 A」と表記）を用いて説明があり、委員から以下の発

議があった。 

・ボランティアをするにあたって子供の様子を見ていると、つい手助けしたくなるが、 

 先生の段取り等もあるため、先生の指示を待ち、指示に従ってボランティアを進めてい 

 くとよい。(小澤委員) 

・課題ができていない子がおり、そういう子にボランティアによる支援ができるとよいが 

 難しい。目標のレベルにたちせられるよう、ボランティア支援の必要な子が手を挙げる、 

 予め支援をして欲しい子を伝えておく等、支援の方法についてボランティアに伝えてく 

 れるとよい。（岡部委員） 

・そろばんボランティアの際、先生によって指の使い方(指１本ではじくか２本か)が統一 

 されていないため、統一した方が子供たちも混乱しなくてよい。(中谷委員) 

・ボランティアの様子の写真をもらえるとうれしい人もいる。それがお礼にもなる。 

 （河島委員） 

→写真を撮られることに抵抗がある方も中にはいるかもしれない。（土屋） 

・子供たちのお礼（感想）(資料３～６頁)が載っているが、ボランティアのお礼を意識し 

 ないくらいが理想。子供たちにお礼の手紙を書かせるような堅苦しい感じにならない方 

 がよいのでは。（岡部委員） 

→児童が書いたボランティアの感想はお礼のためのものではなく、今後の活動の参考のた 

 めに子供たちの声を収集している。教員によっては道徳心を養う目的で行うこともあれ 

 ば、児童からの発案により、お礼の手紙等書くこともあると思う。(土屋） 

・「ボランティア」だと人によってとらえ方が異なるため、「ボランティア」以外の言葉 

 を使っている学校はないのか。（岡部委員） 

→「応援」「応援団」等の言い方をしている学校がある。（堀田さん） 

・今年度の実績としてお礼と今後のお願いをするのはどうか。（小澤委員） 

→昨年度は実績や効果が分かりにくかったが、今年度はいろんなところから感想を頂いた 

 ため、今後に繋げていけると思う。（関島委員） 

 →今年度の活動により、今後の活動を広げていけると思う。（小澤委員） 

 

 （３）学校評価（中間評価）を受けて 

  教頭より、学校評価（中間評価）について、資料(17～19頁)を用いて説明があった。 

 

 （４）今後の取組について 

  土屋より、今後の取組について、資料(２頁)を用いて説明があった。 



 

その他連絡事項等 

    教頭から、次回会議は、令和６年２月９日（金）１３時から１階会議室で開催する旨の 

   連絡があった。 

    實森委員より、横川の保護者から、災害時（緊急で帰宅等）にバスを運行してほしいと 

   の希望があった旨の発言があった。 

    →今は原則保護者に迎えに来てもらうようにしているが、今一度災害時の対応について確 

    認し、児童、保護者にとって、安心安全となるよう対応したい。(校長) 


